
 幹 部 会 報 告 資 料 

令和 7 年 4 月 7 日 

子 ど も 青 少 年 局 

事
項 

「なごや子ども・子育てわくわくプラン 2029 名古屋市子どもに関する総合計画」 

の策定について 

内 
 
 

容 

 

１ 計画の趣旨 

なごや子どもの権利条例第20条に規定される「子どもに関する総合的な計画」

として策定します。 

「こども基本法」第 10 条第 2 項に基づく「市町村こども計画」としても位置

づけます。 

 

２ 計画期間 

令和 7年度から令和 11 年度までの 5年間 

 

３ 対 象 

すべての子ども・若者・子育て家庭とそれを支える社会 

 

４ 計画の内容 

別添のとおり 

 

５ 市民への周知 

○計画概要版の配架 

令和 7年 3月 28 日（金）から市公式ウェブサイトに掲載するほか、 

市民情報センター、区役所情報コーナー、支所、図書館等に配架 

  ○計画の閲覧 

   令和 7年 3月 28 日（金）から市公式ウェブサイトに掲載 

   ※計画冊子は令和 7年 5月頃に市民情報センター等に配架予定 

備 

考 

本件は令和 7年 3月 28 日に市政記者クラブへ資料提供しました。 

（企画経理課 内線 3081） 











幹 部 会 報 告 事 項 
令 和 ７ 年 4 月 ７ 日 
住 宅 都 市 局 

事
項 

「熱田神宮周辺まちづくり未来ビジョン」の公表について 

内 
 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

容 

 
  熱田神宮には年間約７００万人の参拝者が来訪し、その周辺には七里の渡しを

はじめとした様々な歴史的資産が集積しています。こうした熱田神宮周辺エリア
が持つポテンシャルを活かしたまちづくりを進めるため、「熱田神宮周辺エリアプ
ラットフォーム」が令和７年 1 月２９日に設⽴され、官⺠連携によるまちづくり
がスタートしました。 

このたび、本市も参画する「熱田神宮周辺エリアプラットフォーム」が、まちづ
くりの方針や将来像等を取りまとめた「熱田神宮周辺まちづくり未来ビジョン」を
公表しましたので、お知らせします。 

 
１ 「熱田神宮周辺まちづくり未来ビジョン」について 
  ○目的 
    歴史・⽂化の魅⼒を活かした観光の推進や、地域住⺠や駅利⽤者などの⽣

活利便性の向上に資するまちづくりを進めるために、商業者や開発事業者、
交通事業者、寺社関係者、まちづくり団体、地域住⺠、⾏政機関などの多様な
主体が、同じ目標を目指して協働し、相乗的に効果を発揮できるよう、まちの
将来像や取り組みの方向性を共有する。 

○対象範囲 
熱田神宮を中心とした周辺地域 

○具体化に向けた取組み 
未来ビジョンの実現に向けた各取組みの具体の内容、実施主体等を含めた、

アクションプログラムを追加作成する予定。 
                 ※詳細は別途冊子をご覧ください 

２ 資料の閲覧・配布場所 
○「熱田神宮周辺まちづくり未来ビジョン」 

【閲覧・配布】 
名古屋市公式ウェブサイト、住宅都市局まちづくり企画課、熱田区役所 等 

※名古屋市公式ウェブサイト（熱田神宮周辺まちづくりについて） 

https://www.city.nagoya.jp/shisei/category/53-10-7-6-3-0-0-0-0-0.html 

備
考 

本件は、令和 7 年 4 月 1 日（火）に市政記者クラブに報告済みです。 

（まちづくり企画部まちづくり企画課 内線４４７９） 

http://#


























































幹 部 会 報 告 事 項 
令 和 ７ 年 ４ 月 ７ 日 
住 宅 都 市 局 

事
項 

アスナル金山エリア再整備事業協⼒者募集の結果について 

内 
 
 
 
 
 

容 

 
アスナル金山エリア再整備について、令和 7 年 2 月に策定した「アスナル金山エ

リア再整備実施方針」に基づき、再整備基本計画の策定に向けて市とともに検討を
⾏う事業協⼒者の募集を実施した結果、協定締結候補者を下記のとおり選定しまし
たのでお知らせします。 
 
１ 協定締結候補者 
 代表企業：住友商事株式会社 

構成員 ：大成建設株式会社中部支店、中部電⼒株式会社、名鉄都市開発株式会 
社、株式会社日建設計名古屋オフィス 

 
２ 協定締結候補者による提案のコンセプト 

Harmonic City Kanayama −“⽂化芸術”と“日々のひとこま”が調和し、新しい出
会いと交流が⽣まれるまち− 

 
３ 審査の概要 

アスナル金山エリア再整備事業協⼒者評価委員会において提案書類等を評価
し、最優秀となった提案者について、市が協定締結候補者として選定しました。 
(1) 経緯 

令和 6 年 11 月 1 日 募集要項の公表 
令和 7 年 2 月 6 日〜2 月 12 日 提案書類受付（3 者提出） 
令和 7 年 3 月 25 日 アスナル金山エリア再整備事業協⼒者評価委員会開催 

 
(2) 評価委員（敬称略・五十音順） 

  伊藤 恭⾏  名古屋市⽴大学芸術工学研究科教授 
坪井 明治  名古屋市商店街振興組合連合会理事⻑ 
⻑⾕川 明子 株式会社中部第⼀鑑定所不動産鑑定⼠ 
⽻田 俊之  独⽴⾏政法人都市再⽣機構中部支社都市再⽣業務部⻑ 
福島 茂   名城大学都市情報学部教授 
松本 幸正  名城大学理工学部教授 

 
 
 



(3) 評価結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 最優秀提案者への評価・要望等 

○評価 
・アスナル金山エリアの現状・ポテンシャルをより把握したうえで、⽂化芸術

を核として、新しい金山らしさが提案されている。加えて、ホール機能と親
和性の高い商業機能の導入が計画されている。 

・空間計画・工程計画等、実現性、確実性を重視した提案内容が評価される。
特に施設計画として導入を提案した機能がシンプルで平面計画の自由度が
高く、また、施設をコンパクトに計画することで事業の実現性を高めている。 

・パークプロムナードなどの、歩いて楽しい空間提案がなされている。 
・鉄道事業者との連携により、通過客をまちに引き出す提案がなされている。 

○要望等 
・上記で評価された内容については、実現に向けて着実に検討を深めること。 
・再整備事業を通じて展開されるソフトやコンテンツ、芸術・⽂化活動の実施

主体等について、提案の具体性をさらに高めることを期待する。 
・タクシー乗降場をはじめとする交通計画については、市との十分な協議を⾏

うことを求める。 
・事業性を重視する中で、保留床の処分として⼀部を市所有とすることが提案

されているが、保留床の処分方法について⺠間発意での独創性のある内容と
し、より魅⼒的な計画となることを期待する。 

 
４ 今後の予定 
  市と協定締結候補者との間で事業協⼒に向けた協定を締結した後、再整備の具

体的な内容について検討を進め、再整備の基本的な構成をまとめた再整備基本計
画について、令和８年度の策定を目指します。 

 

評価項目 配点 
提案者 

A 者 B 者 C 者 
１ 全体 10 7.17 7.33 7.83 
２ 再整備の考え方 45 30.67 30.00 31.67 
３ 事業化に向けた取り組み 55 39.83 37.00 41.33 
４ プレゼンテーション・ヒアリング 10 7.50 6.67 8.50 
計 120 85.17 81.00 89.33 

備
考 

本件は、令和 7 年 4 月 4 日（金）に市政記者クラブに提供済みです。 

（まちづくり企画部まちづくり企画課 内線４２２４） 



幹 部 会 報 告 事 項 
令和 7 年 4 月 7 日 
緑 政 土 木 局 

事項 公民連携による日光川公園の再生・事業者募集について 

内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容 

港区の日光川河口付近に位置する「日光川公園」において、公民連携により

再整備・管理運営する事業者を募集します。 

１ 概要 

日光川公園は、屋外レジャープール「サンビーチ日光川」として平成６年に

開園し、市民に親しまれてきましたが、大規模修繕が必要となった令和３年度

に供用を停止しています。 

本事業は、多様化する利用者ニーズに対応する日光川公園に再生するため、

公民連携により、キャンプフィールドやドッグランをはじめとする新たな魅力

を創出するものです。 

事業区域は公園全域（10.76ha）とし、「デザインビルド方式」と「指定管理

者制度」を組み合わせ、既存施設の撤去から設計整備、10 年間の管理運営を一

体的に行う事業者を公募・選定します。 

 
🔺 位置図 

 
🔺 開園当初の日光川公園 

２  事業期間（予定） 

○ 設計施工期間 令和 ８年度 ～ １０年度 

○ 営 業 期 間 令和１１年度 ～ ２０年度（１０年間） 

 

３ 公募スケジュール（令和７年の予定） 

３月３１日（月） 告示・募集要項配布開始 

９月１６日（火）～２６日（金） 提案書の受付期間 

１０月下旬 第１次評価（書類評価） 

１１月上旬 第２次評価（ヒアリング評価） 

１１月中旬 事業者の決定 

 

４ 募集要項（事業者募集に関する資料） 

○ 名古屋市公式ウェブサイト 

［日光川公園の整備運営に関する事業提案を公募します］ 

 



参 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考 

○ 日光川公園の主な経緯 
 

年  月 事    項 

昭和３３年 ２月 都市計画決定 

昭和４３年～４９年 名古屋市の都市廃棄物で埋め立て 

平成元年度 
日光川公園基本計画策定 

（巨大プール施設のある公園計画） 

平成４年度 整備着工 

平成６年 ６月 親水レジャープールとして開園 

平成１８年 ４月～ 指定管理者制度導入 

令和３年 ８月 レジャープールとしての営業終了 

令和４年 ３月 公園の供用停止 

報道 ３月３１日（月）市政記者クラブに資料提供しています。 

（緑地部 緑地利活用課 内線２４８９） 



                                 

幹部会報告事項 

                           令和 7年 4月 7日 

教 育 委 員 会 

 
（新しい学校づくり推進課 253-7936） 

 

事

項 

「不登校児童生徒の多様な学びの保障に向けた支援方策 Nagoya HEART Plan 

（なごやハートプラン）」の策定について 

 

 

 

 

内 

   

 

 

 

 

 

 

容 

 

 

 

 

 

１ 策定の趣旨 

全国的に不登校児童生徒が増加し続け、支援の方向性も変化している状況を踏

まえ、令和４年３月に策定した「不登校未然防止及び不登校児童生徒支援の方策」

に基づく取組を継続しつつ、誰一人取り残されない学びの保障を図るため、策定

するものです。 

 

２ Nagoya HERAT Plan（なごやハートプラン）の概要 

（１）目標 

○児童生徒一人一人の思いや願いを尊重し、全ての児童生徒に多様な学びの

場を確保すること 

○児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社会的に自立できるようにする

こと 

 

（２）取組 

施策Ⅰ 子どもたちが行きたくなる学校づくり 

施策Ⅱ 多様な教育機会の確保 

施策Ⅲ 保護者支援・学校外の専門機関等との連携 

 

３ 閲覧場所 

市公式ウェブサイトに掲載するほか、市民情報センター、各区役所・支所、

市図書館、生涯学習センター等で閲覧できます。 

備

考 
本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 
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幹 部 会 報 告 事 項

令和７年４月７日

名 古 屋 市 警 察 部

事項 特殊詐欺等の発生状況と対策

１ 発生状況（令和７年２月末【暫定値】）

(1) 愛知県内

ア 認知件数 249件（+76件）

イ 被害金額 ７億2,951万円（+３億3,941万円） ※１万円以下は四捨五入

(2) 名古屋市内（尾張旭市を含む）

ア 認知件数 126件（+62件）

イ 被害金額 ３億6,325万円（+２億1,070万円）

２ 名古屋市内の特徴

(1) 増加率

内 ア 愛知県内 43.9％

イ 名古屋市内 96.9％ 前年対比で倍増、愛知県内の増加率を上回る

(2) 主な犯行手口（名古屋市内の認知件数126件対象）

ア オレオレ詐欺 51件（+35件） 全体の約40％を占める

イ 預貯金詐欺 32件（+20件）

ウ 架空料金請求詐欺 24件（+11件）

(3) 対策

ア 「犯人と話さない」ことが一番

イ 自動通話録音機の設置

ウ 国際電話からの着信を休止

エ 『現金』『キャッシュカード』『暗証番号』『還付金』『電子マネー』等の

ワードが出たら詐欺の可能性を疑う

容 ３ ＳＮＳ型投資詐欺・ロマンス詐欺（愛知県内）

(1) 被害件数 115件（-９件） 前年対比で微減（-7.3％）

(2) 被害種別 ＳＮＳ型投資詐欺が約80％を占める

(3) 交付形態 「インターネットバンキング送金」「暗号資産送金」が多い

(4) 被害年齢 50歳代が最も多い

××‐0 110

４ 地域安全対策ニュース №13

(1) 新たな騙しの手法 「スプーフィング」

実在する警察署等の番号を表示させる事案が発生

(2) 対策

ア 警察署（本部）の番号でも、すぐに信用しないこと

・留守番電話で相手を確認

イ 「０１１０」が警察とは限らない

・犯人は「０１１０」が警察というイメージを悪用

ウ 焦らず一旦電話を切り、折り返す

・相手の名前などを確認して折り返す



愛 知 県 警 察 本 部

生 活 安 全 総 務 課NO.13

令 和 ７ 年 ３ 月 1 1 日

警察官を名乗り、「事件の容疑者として、逮捕状が出ている」と、不安にさせる詐欺が増加しています。
電話からメッセージアプリに誘導し、ニセ警察手帳やニセ逮捕状を見せ、更に不安を煽ります。

０１
０２

表示される電話番号

052-951-1611

警察本部

951-1611

犯人は実在する警察署等の番号を表示させます。

犯人の電話番号
＋11234567

※「スプーフィング」と呼ばれるこの方法は未だ解明されていません。

だ
〇〇警察署

××-0110

あなたはもう

・留守番電話で相手を確認しましょう。

・犯人は「0110」が警察というイメージを悪用します。

０３ 焦らず一旦電話を切り、折り返す
・相手の名前などを確認して折り返しましょう。

「０１１０」が警察とは限らない

警察署(本部)の番号でもすぐに信用しない

まされている

【例】


